
地元産粘土の特性を活かした新規建材 
－ 地元産原料による新規窯業建材の開発研究（Ｈ26～27）－ 

  
 県内産粘土瓦のブランド化を目的として、愛媛県内で産出される瓦粘土を再 
調査し、配合方法や焼成条件を最適化して、原料の特性を活かした新規な粘土 
瓦の製造技術を検討しました。  
  

 
○中予地区で産出される粘土が、従来の瓦粘土と比較してアルカリ成分が少なく 
 耐火度が高いことが判明しました。 
〇その原料を主原料とし、配合方法や焼成条件を検討した結果、従来より20℃以上 
 高温で焼成した場合でも歪が発生せず、社寺向けの本瓦では、吸水率が５％前半 
 となり、大幅に低減化することができました。また、大判（７通り）桟瓦では、 
 約10％軽量化できました。 
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